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単元に入る前に


	「はじめ」の時間に

	１  曲の選び方

      ・子どもの興味関心を大切にする。

      ・軽快なアップテンポのシンプルで激しいビートの曲

       （はずむ感じののりやすい曲）

      ・ねいら１では，いろいろな曲想の音楽を３～4曲準備する。

２  学習資料の準備

      ・学習ノート

       学習計画・学習のみちすじ・楽しく学習するための約束・学の

       記録・自己評価などを，Ｂ４程度のプリントにまとめノートにし

       ておくと，子どもたちは自発的に学習を進めやすい。

３  準備物

      ・ラジカセ

      ・ビデオ（のって踊っている場面が写っているもの）
	  １  学習の見通しをもたせる
      ・何時間学習するのか(単元計画)

      ・４５分をどのように使うのか。

      ・どんな学習をするのか。

       （おへそで「のる」ことについて話す）

       （リズムののり方を工夫することについて話す）

２  準備と後始末

    ・準備と後始末の仕方を知らせる。

    ・役割分担を知らせる。

３  楽しく学習するための約束を話す

   (例)



など



「リズムダンス」の学習における指導(支援)＜２＞
	ねらい１       リズムにのって踊るために


	ねらい２     「のり」の工夫を知らせるために

	１  全体への支援
    ・友達の「のり」を参考にしてもよいことを知らせる。

    ・いろいろな曲でおへそをゆすることについての言葉かけをする。
  
     ◇体全体でリズムを感じているかな？

       ◇体の力をぬいておへそをゆすって踊ってみよう。

       ◇体がはずむ感覚を感じよう。

       ◇考え悩んで踊りを作り出すものではないよ。
２  個への支援
    ・一人一人のよさを見付け，ほめ認めることで意欲付けをする。（例）はずかしくて踊れない子への支援
    ・のって踊っている子がそばに行き，踊れる雰囲気をつくる。

    ・まわりの子に，冷やかしたり，笑ったりしないように徹底する。

  ＜こんな言葉かけも有効です＞
  
     ◇どんなおへそのゆすり方があるかな？(一緒に考える)
       ◇うまくのれているね。かっこいいね。
       ◇それでいいんだよ。
	  ◆おへそのゆすり方を変えてみる。
◆かけ声をつけてみる。

◆場を少し移動してみる。

◆上体のふりを工夫してみる。

 ・腰を振る  ・腕を振る  ・腕を回す  ・首をゆらす など

◆休符(止まる)でリズムに変化をつけてみる。

◆ステップを変えてみる。

 １  全体への支援

     ・どんな工夫の仕方があるか知らせる。

     ・いろいろな踊りのシーンが収録されたビデオを準備し，学習中いつでも見られるようにする。

     ・踊りの交流をする。

 ２  個への支援

    ・どう工夫したいのか尋ね，自分の思いがはっきりしたら工夫の仕方の例を知らせる。

   (例) 工夫が見られない子への支援     

 ・どう工夫したいの？  ・友達の踊りを見てごらん。

 ・どんな工夫の仕方があったかな？(一緒に考えたりおどったりする)

 ・そう，それでいいんだよ。そう，そんな感じ！

(小さな工夫でも見逃さず)




・ふざけない


・はずかしがらない


・冷やかさない


・笑わない





























